
29年度第5国学術講習会報告①COPDの観灸治療(地域連携につい

-日時:平成29年12月10日 (日)

・会場:)覆正社医療スポーツ専門学校十三キャンパス

【講演1} fCOPOの緩灸治疲 (旭I或連携について)J 

医学研究所北野病院呼吸器センター第 12研究部

福島県立医秘大学会津医療センター漢方医学講座

鈴村童雄先生

COPOの主主灸治療と絶縁遠援というと余りる~i絡が祭さそう ?と思われますが、鈴木先生の経験などをふま

えてお話されました。

講師の鈴木先生が教設を執っておられる福E重県立医税大学では東洋医学である富彰足、 漢方についての護

義があり、 学生さんが告書灸の施術ができ、研究ちしていてかなり1霊祭されているそうで、経3雪量医学から段

階を上げるべく頑張っておられる。

また、福島県立医税大学会津医療センターでは、入院患者に鍛灸施術するとその予後が良好で、近年医師

からのりクエス卜ち有るとのこと。

一例として、下痢(力ンピロパクタ一議炎}の患者さんに対して医師よりの要請で路術し良好な結果が

得られた為、その後援炎患者は鈴木先生へ依頭が来る。

また、緩和ケア病棟の患者にたいしてちB闘派員五守半数の患者さんが外出、或いは退院可能、叉4割の患者

さんの予後が停びるというデータが出ると主治医の先生からその後ち治療を継続するよう銭灸富市に依議が

来るという ?医療違携」の形が出来てくる。

上記のようにCOPO(こ関してち、録灸(a:有効であるというエビデンスを積み上げることでCOPOガイドラ

インに収載ささ医師への認知をはかり、 7医療連携二ひいては {地域遠鏡}の形を作って行く。

先ずCOPOとは、人間の体にとって有害な粒子や万スを吸い込んでしまうことで、腕や気管支が炎症を起

こし、それがもとになって進行性の気流制限(呼吸が上手くできなくなること)力匂莞れる病気のことで、

塁大の原因は 『喫煙J。

症状として、身体を動かした時に忌切れを感じる労作詩呼吸困難や慢性のゼきやたんが特徴釣な症状。

また瑞壌や発4何主呼吸困重量などぜんそくの穣な症状を合併する場合ちある。



COPD患者の理学所晃

視診 意義

-ピア稽状の3軍事B
・呼吸補助筋の使用

低重量素状態、痘の存在

腕過髭張

-口つlまめ呼吸をしている

.鎖骨上高の陥没

.ぱち揺

・下該j手謹
打診

-鼓蓄を呈する

喜三診

・呼吸奮の滅弱

-呼気延長

呼日及筋疲労

胸郭の変形

呼吸困難

心不全兆候

腕気庖育変の有主主

気胸防止のため

気流の停滞

気道閉塞

• 0嵩Z呈 気遣閉塞

COPD治療の管理目標

①症状およ"(fQOLの改善

②運動耐容能と身体活動の向上および維持

制 曽悪の予防

@疾患の進行抑制

⑤全身併存症および筋合併症の予防と治療

⑤生命予後の改善

富説療の方法、経穴

① 中府 ③ 局面社

② 太淵 ⑤ 露両社

③ 足三塁

⑨太

COPD(こ対する鏡治療のターゲッ卜

中枢説:Motor commando 

末端説:筋緊張緩和

栄養説 :栄養改善

炎症説 :抗炎症効果


